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	暮らしを支え 未来につなぐ
	日頃より温かいご支援を賜り、心より御礼申し上げます。 2月18日に開会した第221回特別国会では、重要法案や政策課題について審議を行ってまいりましたが、私たちの暮らしを取り巻く環境は、依然として厳しい状況にあり、長引く物価高は家計に大きな影響を及ぼし、人手不足や資材価格の高騰は地域経済を支える中小企業にも重い負担となっています。また、少子高齢化や人口減少が進む中、地方の活力をいかに維持し、次の世代へ安心して暮らせる社会を引き継いでいくかも、政治に課せられた大きな使命です。 こうした課題を乗り越えるために、物価上昇に負けない所得の向上、働く人が報われる環境づくり、地域経済を支える中小企業への支援、そして次世代への投資を着実に進めることが、日本の持続的な成長には不可欠です。 私は、地域で皆さまからお寄せいただく声を何よりも大切にし、その声を国政へ届けるため、所属する委員会等あらゆる場で積極的に質疑を重ねています。現場の実情を踏まえた政策こそが、国民の暮らしを支え、地域の未来につながると信じています。 これからも皆さまの暮らしと地域の発展につながる政策の実現に全力で取り組んでまいります。今後とも変わらぬご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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	国会質疑
	本会議代表質問
	決算委員会質疑
	７月６日 令和６年度決算締めくくり総括質疑（NHK中継）に立ち、総理はじめ各大臣に対し質疑を行いました。「賃上げは数字ではなく、国民が暮らしの中で実感できてこそ意味がある」ことを訴え、地方産業の競争力強化や人手不足対策、物価高対策を一体的に進めるよう求めました。高市総理は、「全国どこでも安心して働き、暮らし続けられる社会」の実現が目指す姿であると述べ、日本成長戦略と地域未来戦略を通じて国内投資を促進し、中小企業の稼ぐ力の強化や地域産業クラスターの形成によって、地方にも賃上げの流れを広げていく決意を示しました。
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